
2委員会委員会審査

・
地
域
公
共
交
通
事
業
費
で
、
Ａ
Ｉ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
を
取
り
入
れ
た
実
証
実
験

の
た
め
の
委
託
料
な
ど
４
６
０
０
万
円

・
税
務
事
務
費
で
、
市
税
の
過
年
度
分

の
過
誤
納
還
付
金
が
見
込
み
よ
り
増
額

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
償
還
金
利
子
及

び
割
引
料
の
補
正
増
２
千
万
円

・
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設

整
備
事
業
費
で
、
高
齢
者
福
祉
施
設
等

に
お
け
る
防
災
・
減
災
対
策
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止

対
策
の
た
め
の
補
助
金
１
４
７
９
万
９

千
円

・
市
単
土
地
改
良
事
業
費
で
、
７
月
上

旬
か
ら
の
長
雨
に
よ
る
農
業
用
施
設
の

復
旧
作
業
に
係
る
経
費
１
３
０
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

支
援
事
業
費
で
、
中
小
企
業
者
等
に
対

す
る
従
業
員
の
雇
用
維
持
の
た
め
の
支

援
金
３
千
万
円
な
ど
。

　
こ
の
議
案
は
、
令
和
元
年
度
茅
野
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求

め
る
も
の
。

　
令
和
元
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
２

６
５
億
９
５
１
９
万
６
０
２
０
円
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
２
５
９
億
２
７
１

７
万
２
５
５
１
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
は
、
６
億
６
８
０
２
万
３
４
６
９

円
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１

億
９
４
８
万
円
を
差
し
引
き
、
実
質
収

支
額
は
、
５
億
５
８
５
４
万
３
４
６
９

円
の
黒
字
。

●
反
対
意
見

「
国
保
の
運
営
は
厳
し
く
、
一
昨
年
度
、

国
保
税
を
約
10
％
、
世
帯
平
均
で
約
１

万
円
上
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
年

続
け
て
赤
字
で
あ
る
。
原
因
は
、
国
庫

負
担
の
減
少
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
入
れ
が
必
要
で
は
な
い
か
。
こ

う
し
た
方
法
を
と
ら
ず
、
国
保
加
入
者

へ
の
負
担
増
を
続
け
て
お
り
、
同
意
で

き
な
い
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

っ
た
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ

い
て
は
、
１
件
当
た
り
８
千
円
を
超
す

支
出
を
続
け
て
い
る
。
国
か
ら
の
財
政

支
援
が
あ
る
と
は
い
え
、
費
用
対
効
果

の
面
で
、
同
意
で
き
な
い
。

　
さ
ら
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま

ち
づ
く
り
の
面
で
、
例
え
ば
、
永
明
小

学
校
、
永
明
中
学
校
の
建
替
え
に
お
い

て
、関
係
者
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、取

り
組
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
茅

野
駅
西
口
駅
前
広
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基

本
計
画
策
定
や
地
域
創
生
総
合
戦
略
策

定
に
お
い
て
、
有
識
者
委
員
会
な
ど
の

【
討
論
】

【
討
論
】

ちの市議会だより　第35号29

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
９
３
２

万
３
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
２
２
億
５
９
９
０
万
７
千
円
と

す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

に
つ
い
て

可
決

議
案
第
48
号

令
和
元
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

認
定

議
案
第
50
号

令
和
元
年
度
茅
野
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

認
定

議
案
第
51
号

予
算
決
算
委
員
会

矢
島
　
正
恒

委
員
長

　
茅
野
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
８
月

26
日（
水
）か
ら
９
月
18
日（
金
）ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
や
条
例
な
ど
18
議
案
、
諮

問
１
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
が
審

議
さ
れ
、
と
も
に
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。 令

和
２
年
９
月

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
２
年
９
月

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
に
お
け
る
主
な

議
案
の
審
査

主
な
補
正
内
容
（
歳
出
）

意
見
を
重
視
す
る
な
ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
離
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
認
定
に
は
反
対
。」

●
賛
成
意
見

「
消
費
税
率
の
引
上
げ
や
幼
児
教
育
の

無
償
化
な
ど
、
制
度
改
正
の
中
、
若
者

に
選
ば
れ
る
ま
ち
に
向
け
、
各
種
事
業

を
着
実
に
実
施
し
た
。
台
風
19
号
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
な

ど
不
測
の
事
態
の
中
、
全
体
を
通
じ
て

適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
と
判

断
し
、
認
定
に
賛
成
で
あ
る
。」

　
こ
の
議
案
は
、
令
和
元
年
度
茅
野
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
を
求
め
る
も
の
。

　
令
和
元
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
58

億
９
１
２
６
万
９
３
２
３
円
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
57
億
６
５
２
０
万

９
３
５
１
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額

は
、
１
億
２
６
０
５
万
９
９
７
２
円
と

な
り
、
同
額
が
実
質
収
支
額
。

●
反
対
意
見

「
国
保
加
入
者
の
生
活
状
況
が
悪
く
な
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1

令
和
２
年
９
月
定
例
会
（
決
算
議
会
）

令
和
２
年
９
月
定
例
会
（
決
算
議
会
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
及
び
性
質
別
歳
出
決
算
の
状
況

　決
算
審
査
で
は
、
前
年
度
の
予
算
の
使
い
方
が
適
正
か
つ
効
果
的
で
あ
っ
た
か
、
い
か
に
事
業
の
成
果
が
上
が
っ
た
か
な
ど
を
、
議

会
で
審
査
し
、
改
善
点
の
指
摘
や
要
望
を
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
決
算
審
査
の
結
果
は
、
市
が
今
後
の
予
算
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

国庫支出金
8.5％

県支出金
4.6％

地方消費税
交付金
4.0％

地方譲与税
1.4％

その他
1.5％

分担金及び
負担金
1.0％

その他
7.0％

・繰 越 金
・繰 入 金
・使用料及び手数料
・財産収入
・寄 附 金

・地方特例交付金
・ゴルフ場利用税交付金
・自動車取得税交付金
・配当割交付金
・株式等譲渡所得割交付金
・環境性能割交付金
・交通安全対策特別交付金
・利子割交付金

・宮川第二保育園と中大塩保育園の大規模改修工事
・保育園、小・中学校、学童クラブへの空調設備の設置
・病児・病後児保育施設の整備
・茅野駅西口駅前広場周辺整備基本設計などの都市計画事業
・蓼科湖周辺への公衆トイレの設置などの観光施設整備事業
・台風19号の災害復旧事業と小江川の雨水浸水対策
・第２次茅野市地域創生総合戦略の策定
・IoT通信技術活用によるスワリカブランド創造事業
・全小中学校に３人に１台のタブレット端末の導入等ICT教育の充実
・幼児教育の無償化への対応　など

令和元年度一般会計の主な事業令和元年度一般会計の主な事業令和元年度一般会計の主な事業

歳 出
25,927,172,551円

義務的経費
39.8％

投資的経費
13.9％

その他の
経費
46.3％

義務的経費
39.8％

投資的経費
13.9％

その他の
経費
46.3％

扶助費
15.6％

人件費
14.0％

公債費
10.2％補助費等

19.9％

物件費
13.7％

繰出金
7.1％ 扶助費

15.6％

人件費
14.0％

公債費
10.2％

普通建設
事業費
13.7％災害復旧事業費

0.2％

補助費等
19.9％

物件費
13.7％

繰出金
7.1％

投資及び
出資金・貸付金
4.1％

維持補修費
1.2％

積立金
0.3％

歳 入
26,595,196,020円

自主財源
46.7％

依存財源
53.3％

自主財源
46.7％

市税
32.6％

諸収入
6.1％

市税
32.6％

市債
11.0％

地方交付税
22.3％

市債
11.0％

諸収入
6.1％地方交付税

22.3％

依存財源
53.3％
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・
地
域
公
共
交
通
事
業
費
で
、
Ａ
Ｉ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
を
取
り
入
れ
た
実
証
実
験

の
た
め
の
委
託
料
な
ど
４
６
０
０
万
円

・
税
務
事
務
費
で
、
市
税
の
過
年
度
分

の
過
誤
納
還
付
金
が
見
込
み
よ
り
増
額

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
償
還
金
利
子
及

び
割
引
料
の
補
正
増
２
千
万
円

・
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設

整
備
事
業
費
で
、
高
齢
者
福
祉
施
設
等

に
お
け
る
防
災
・
減
災
対
策
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止

対
策
の
た
め
の
補
助
金
１
４
７
９
万
９

千
円

・
市
単
土
地
改
良
事
業
費
で
、
７
月
上

旬
か
ら
の
長
雨
に
よ
る
農
業
用
施
設
の

復
旧
作
業
に
係
る
経
費
１
３
０
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

支
援
事
業
費
で
、
中
小
企
業
者
等
に
対

す
る
従
業
員
の
雇
用
維
持
の
た
め
の
支

援
金
３
千
万
円
な
ど
。

　
こ
の
議
案
は
、
令
和
元
年
度
茅
野
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
求

め
る
も
の
。

　
令
和
元
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
２

６
５
億
９
５
１
９
万
６
０
２
０
円
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
２
５
９
億
２
７
１

７
万
２
５
５
１
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
は
、
６
億
６
８
０
２
万
３
４
６
９

円
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１

億
９
４
８
万
円
を
差
し
引
き
、
実
質
収

支
額
は
、
５
億
５
８
５
４
万
３
４
６
９

円
の
黒
字
。

●
反
対
意
見

「
国
保
の
運
営
は
厳
し
く
、
一
昨
年
度
、

国
保
税
を
約
10
％
、
世
帯
平
均
で
約
１

万
円
上
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
年

続
け
て
赤
字
で
あ
る
。
原
因
は
、
国
庫

負
担
の
減
少
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
入
れ
が
必
要
で
は
な
い
か
。
こ

う
し
た
方
法
を
と
ら
ず
、
国
保
加
入
者

へ
の
負
担
増
を
続
け
て
お
り
、
同
意
で

き
な
い
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

っ
た
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ

い
て
は
、
１
件
当
た
り
８
千
円
を
超
す

支
出
を
続
け
て
い
る
。
国
か
ら
の
財
政

支
援
が
あ
る
と
は
い
え
、
費
用
対
効
果

の
面
で
、
同
意
で
き
な
い
。

　
さ
ら
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま

ち
づ
く
り
の
面
で
、
例
え
ば
、
永
明
小

学
校
、
永
明
中
学
校
の
建
替
え
に
お
い

て
、関
係
者
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、取

り
組
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
茅

野
駅
西
口
駅
前
広
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基

本
計
画
策
定
や
地
域
創
生
総
合
戦
略
策

定
に
お
い
て
、
有
識
者
委
員
会
な
ど
の

【
討
論
】

【
討
論
】

ちの市議会だより　第35号29

　
こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
９
３
２

万
３
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
２
２
億
５
９
９
０
万
７
千
円
と

す
る
も
の
。

令
和
２
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

に
つ
い
て

可
決

議
案
第
48
号

令
和
元
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

認
定

議
案
第
50
号

令
和
元
年
度
茅
野
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

認
定

議
案
第
51
号

予
算
決
算
委
員
会

矢
島
　
正
恒

委
員
長

　
茅
野
市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
８
月

26
日（
水
）か
ら
９
月
18
日（
金
）ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
や
条
例
な
ど
18
議
案
、
諮

問
１
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
が
審

議
さ
れ
、
と
も
に
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。 令

和
２
年
９
月

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
２
年
９
月

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
に
お
け
る
主
な

議
案
の
審
査

主
な
補
正
内
容
（
歳
出
）

意
見
を
重
視
す
る
な
ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
離
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
認
定
に
は
反
対
。」

●
賛
成
意
見

「
消
費
税
率
の
引
上
げ
や
幼
児
教
育
の

無
償
化
な
ど
、
制
度
改
正
の
中
、
若
者

に
選
ば
れ
る
ま
ち
に
向
け
、
各
種
事
業

を
着
実
に
実
施
し
た
。
台
風
19
号
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
な

ど
不
測
の
事
態
の
中
、
全
体
を
通
じ
て

適
正
に
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
と
判

断
し
、
認
定
に
賛
成
で
あ
る
。」

　
こ
の
議
案
は
、
令
和
元
年
度
茅
野
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
を
求
め
る
も
の
。

　
令
和
元
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
58

億
９
１
２
６
万
９
３
２
３
円
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
57
億
６
５
２
０
万

９
３
５
１
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額

は
、
１
億
２
６
０
５
万
９
９
７
２
円
と

な
り
、
同
額
が
実
質
収
支
額
。

●
反
対
意
見

「
国
保
加
入
者
の
生
活
状
況
が
悪
く
な

ちの市議会だより　第35号 28

委
員
会
の
審
査
・
本
会
議
討
論
…
29
〜
33

請
願
・
陳
情
議
決
結
果
…
…
…
…
…
…
33

議
決
結
果
・
賛
否
一
覧
…
…
…
…
…
…
34

一
般
質
問
通
告
一
覧
…
…
…
…
…
35
〜
36

議
会
感
染
症
対
応
…
…
…
…
…
…
…
…
37

編
集
室
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
37

目
次

茅野市議会WEBで検索 検 索

第35号
2020年11月19日

発行／茅野市議会
編集／議会広報部会
〒391－8501
長野県茅野市塚原二丁目６番１号
　☎ 0266－72－2101　
FAX 0266－73－7936
https://www.city.chino.lg.jp/

表紙写真　サザンカ

1

令
和
２
年
９
月
定
例
会
（
決
算
議
会
）

令
和
２
年
９
月
定
例
会
（
決
算
議
会
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
及
び
性
質
別
歳
出
決
算
の
状
況

　決
算
審
査
で
は
、
前
年
度
の
予
算
の
使
い
方
が
適
正
か
つ
効
果
的
で
あ
っ
た
か
、
い
か
に
事
業
の
成
果
が
上
が
っ
た
か
な
ど
を
、
議

会
で
審
査
し
、
改
善
点
の
指
摘
や
要
望
を
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
決
算
審
査
の
結
果
は
、
市
が
今
後
の
予
算
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

国庫支出金
8.5％

県支出金
4.6％

地方消費税
交付金
4.0％

地方譲与税
1.4％

その他
1.5％

分担金及び
負担金
1.0％

その他
7.0％

・繰 越 金
・繰 入 金
・使用料及び手数料
・財産収入
・寄 附 金

・地方特例交付金
・ゴルフ場利用税交付金
・自動車取得税交付金
・配当割交付金
・株式等譲渡所得割交付金
・環境性能割交付金
・交通安全対策特別交付金
・利子割交付金

・宮川第二保育園と中大塩保育園の大規模改修工事
・保育園、小・中学校、学童クラブへの空調設備の設置
・病児・病後児保育施設の整備
・茅野駅西口駅前広場周辺整備基本設計などの都市計画事業
・蓼科湖周辺への公衆トイレの設置などの観光施設整備事業
・台風19号の災害復旧事業と小江川の雨水浸水対策
・第２次茅野市地域創生総合戦略の策定
・IoT通信技術活用によるスワリカブランド創造事業
・全小中学校に３人に１台のタブレット端末の導入等ICT教育の充実
・幼児教育の無償化への対応　など

令和元年度一般会計の主な事業令和元年度一般会計の主な事業令和元年度一般会計の主な事業

歳 出
25,927,172,551円

義務的経費
39.8％

投資的経費
13.9％

その他の
経費
46.3％

義務的経費
39.8％

投資的経費
13.9％

その他の
経費
46.3％

扶助費
15.6％

人件費
14.0％

公債費
10.2％補助費等

19.9％

物件費
13.7％

繰出金
7.1％ 扶助費

15.6％

人件費
14.0％

公債費
10.2％

普通建設
事業費
13.7％災害復旧事業費

0.2％

補助費等
19.9％

物件費
13.7％

繰出金
7.1％

投資及び
出資金・貸付金
4.1％

維持補修費
1.2％

積立金
0.3％

歳 入
26,595,196,020円

自主財源
46.7％

依存財源
53.3％

自主財源
46.7％

市税
32.6％

諸収入
6.1％

市税
32.6％

市債
11.0％

地方交付税
22.3％

市債
11.0％

諸収入
6.1％地方交付税

22.3％

依存財源
53.3％



っ
た
。
４
社
の
内
２
社
が
辞
退
し
、
最

終
的
に
は
２
社
に
よ
る
入
札
会
と
な
っ

た
。
応
札
が
少
な
か
っ
た
理
由
と
し
て

は
、
台
数
が
多
い
た
め
、
台
数
の
確
保

が
出
来
な
い
、
設
定
な
ど
の
作
業
要
員

の
確
保
が
難
し
い
こ
と
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
指
定
商
品
と
な
っ
て
い
る
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。」

　
　
「
入
札
で
の
価
格
は
、
予
定
価
格

　
　
の
何
％
だ
っ
た
の
か
。」

　
　
「
落
札
者
は
予
定
価
格
の
98
・
86

　
　
％
。」

　
　
「
転
校
や
児
童
生
徒
数
の
変
化
に

　
　
対
応
で
き
る
予
備
等
は
考
慮
さ
れ

て
い
る
か
。」

　
　
「
予
備
は
確
保
し
て
い
る
。
児
童

　
　
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
こ
の
基
数
で
対
応
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。」

　
　
「
ど
ん
な
授
業
に
使
う
予
定
か
。

　
　
ノ
ー
ト
な
ど
要
ら
な
く
な
る
の

か
。」

4

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
湖
東
上
菅
沢
地
籍
）

可
決

議
案
第
42
号

消
費
税
を
５
％
に
引
き
下
げ
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書

請
願
３

経
済
建
設
委
員
会

松
山
　
孝
志

委
員
長

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第
８
条
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
市
道
路
線
を
認
定
す

る
も
の
。
場
所
は
、
湖
東
上
菅
沢
地
籍
。

宅
地
開
発
に
伴
う
市
道
路
線
の
認
定
。

　
　
「
認
定
道
路
の
勾
配
と
雨
水
の
処

　
　
理
方
法
は
。」

　
　
「
道
路
の
勾
配
は
０
・
55
％
で
、

　
　
雨
水
は
接
続
す
る
市
道
の
側
溝
に

排
水
す
る
。」

答

答

答

問

茅
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及

び
茅
野
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
47
号

福
祉
教
育
委
員
会

吉
田
　
基
之

委
員
長

　
こ
の
議
案
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
附
則
第
２
条
第
４
項
等
に
基
づ
く
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
施
行
後

５
年
の
見
直
し
に
係
る
検
討
結
果
に
よ

り
講
じ
ら
れ
た
こ
と
等
に
よ
る
、
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
及

び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
関

係
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
運
営
に
関
す
る
基
準
が
ど
の
よ

　
　
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。」

　
　
「
今
回
の
改
正
は
、
主
に
は
地
域

　
　
型
保
育
事
業
所
を
卒
園
し
た
児
童

の
受
け
皿
と
な
る
連
携
施
設
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
改
正
で
あ
る
。
地
域

型
保
育
事
業
と
は
家
庭
的
保
育
事
業
、

小
規
模
保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育

事
業
、
事
業
所
内
保
育
事
業
の
４
種
類

答問

問答 問問

委員会委員会審査

タブレットを使った学習（イメージ）

市道路線認定現地視察（湖東上菅沢地籍）
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採
択
の
意
見

不
採
択

　
　
「
す
べ
て
の
授
業
に
使
う
考
え
で

　
　
い
る
。
ノ
ー
ト
が
要
ら
な
く
な
る

の
で
は
な
く
、文
房
具
が
一
つ
増
え
た
と

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。」

「
所
得
再
分
配
の
不
公
平
感
の
解
消
が

第
一
義
。
社
会
保
障
制
度
の
為
に
税
が

使
わ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
現
状
税

の
４
本
柱
の
一
つ
で
あ
る
消
費
税
を
外

す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
消
費
税
を
引

き
下
げ
た
時
の
対
応
が
抜
け
て
い
る
意

見
書
で
は
不
完
全
で
あ
る
。
茅
野
市
議

会
と
し
て
、
完
璧
に
出
せ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
同
意
で
き
な
い
。」

「
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
の
声
を
よ
く
聞
く
。
税
金
は
経

済
状
況
に
応
じ
て
弾
力
的
に
や
る
も
の

だ
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
支
え
合
っ

て
暮
ら
す
賢
い
検
討
を
し
て
ほ
し
い
。

消
費
税
が
入
る
中
で
、
法
人
税
が
安
く

な
り
大
企
業
が
有
利
に
な
り
、
中
小
企

業
は
恩
恵
が
な
く
厳
し
い
と
の
声
を
聞

く
。
国
に
賢
い
選
択
を
し
て
ほ
し
い
と

の
想
い
で
賛
成
。」

不
採
択
の
意
見

自
治
体
が
違
う
が
、
設
置
す
る
区
域
区

分
を
分
け
る
条
件
は
何
か
。」

　
　
「
紙
処
理
系
列
で
み
る
と
機
械
工

　
　
事
の
部
分
と
土
木
建
築
設
備
工
事

の
部
分
は
一
体
な
の
で
、
機
械
を
置
く

関
係
の
部
分
の
床
面
積
で
算
定
し
て
い

る
。」

　
こ
の
議
案
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活

用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者

の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の

簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド
に
係
る
規
定
を
削
る

た
め
の
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
諏
訪
南
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
管
理
及
び
運
営
に

関
す
る
事
務
に
お
け
る
負
担
す
る
分
担

金
の
割
合
を
改
め
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
処
理

　
　
す
る
品
目
に
よ
っ
て
、
関
係
す
る

　
　
「
こ
の
法
律
の
改
正
は
、
昨
年
５

　
　
月
31
日
に
公
布
さ
れ
、
今
年
５
月

25
日
施
行
で
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の

新
規
発
行
・
再
発
行
が
廃
止
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
６
月
に
定
例
会
が
あ
っ
た

が
、
な
ぜ
９
月
定
例
会
へ
の
提
案
な
の

か
。」

　
　
「
６
月
定
例
会
に
間
に
合
え
ば
よ

　
　
か
っ
た
が
庁
内
の
条
例
改
正
に
つ

い
て
の
検
討
委
員
会
の
提
出
締
切
り
が

過
ぎ
て
い
た
の
で
９
月
に
提
案
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。」

　
　
「
他
自
治
体
で
は
、
５
月
25
日
、

　
　
他
に
も
６
月
３
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
記
載
し
て
い
る
。
茅
野
市
で
は
、

７
月
13
日
で
遅
い
の
で
は
な
い
か
。
文

言
改
正
だ
け
な
の
で
こ
う
い
う
対
応
に

な
っ
た
の
か
。」

　
　
「
基
本
は
、
法
に
合
わ
せ
て
条
例

　
　
も
改
正
が
必
要
だ
が
、
庁
内
会
議

が
必
要
で
あ
り
、
例
規
審
査
会
・
地
域

経
営
会
議
な
ど
の
手
順
を
踏
む
中
で
、

日
程
的
に
難
し
か
っ
た
。」

　
　
「
通
知
カ
ー
ド
を
無
く
し
た
市
民

　
　
が
市
役
所
で
、再
発
行
を
求
め
た
時

は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。」

　
　
「
５
月
25
日
以
降
は
、
再
発
行
で

　
　
き
な
い
こ
と
を
伝
え
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
知
り
た
い
と
言
う
市
民
に
は
、

番
号
を
記
載
し
た
住
民
票
を
交
付
し
て

い
る
。」

　
　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る

　
　
前
の
国
会
で
、
税
の
申
告
や
他
の

手
続
き
上
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
入
し
な
く
て
も
不
利
益
を
被
る
こ

と
は
何
も
な
い
と
の
確
認
が
な
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
点
は
変
わ
っ
て
い
な
い

か
。
ま
た
、
自
分
の
番
号
を
知
っ
て
い

な
く
て
も
社
会
生
活
上
不
利
益
を
被
る

こ
と
は
一
切
な
い
と
い
う
こ
と
は
変
わ

ら
な
い
の
か
。」

　
　
「
市
役
所
に
お
い
て
は
、
税
の
申

　
　
告
や
、
給
付
な
ど
に
つ
い
て
も
番

号
を
書
か
な
く
て
も
問
題
は
な
い
。
し

か
し
、
民
間
の
保
険
手
続
き
や
申
告
を

す
る
時
に
、
記
入
を
求
め
ら
れ
て
、
番

号
を
知
り
た
い
と
市
役
所
に
来
る
市
民

は
い
る
。」

　
こ
の
議
案
は
、
市
内
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
、
教
師
が
授
業
等
で
使
用
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
購
入
を
す
る
た

め
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
入
札
へ
の
辞
退
が
多
い
が
、
応

　
　
札
も
し
な
か
っ
た
の
か
、
入
札
の

中
で
の
辞
退
な
の
か
。
同
様
入
札
で
こ

う
し
た
こ
と
は
多
い
の
か
。」

　
　
「
13
社
に
入
札
を
お
願
い
し
、
９

　
　
社
が
辞
退
。
４
社
に
よ
る
入
札
だ

3審査

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
43
号

茅
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
46
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
59
号

総
務
環
境
委
員
会

望
月
　
克
治

委
員
長

個人番号通知カード

っ
て
い
る
中
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
を
ず
っ
と
お
願
い
し
て
い
る
が
、な
か

な
か
実
現
し
な
い
。繰
入
れ
が
な
い
結
果
、

単
年
度
収
支
で
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。

繰
越
金
と
基
金
は
減
っ
て
い
く
一
方
で
、

い
つ
か
は
破
綻
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
認
定
に
は
反
対
。」

●
賛
成
意
見

「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
増
や
す

こ
と
は
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
市
民

の
負
担
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
の
で
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
元
年

度
に
お
い
て
は
、
加
入
者
の
負
担
を
考

慮
し
、
税
率
改
正
す
る
こ
と
な
く
、
適

切
に
運
営
が
で
き
た
と
評
価
し
、
認
定

に
は
賛
成
。」

答

問

答

答答

問答 問

問
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っ
た
。
４
社
の
内
２
社
が
辞
退
し
、
最

終
的
に
は
２
社
に
よ
る
入
札
会
と
な
っ

た
。
応
札
が
少
な
か
っ
た
理
由
と
し
て

は
、
台
数
が
多
い
た
め
、
台
数
の
確
保

が
出
来
な
い
、
設
定
な
ど
の
作
業
要
員

の
確
保
が
難
し
い
こ
と
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
指
定
商
品
と
な
っ
て
い
る
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。」

　
　
「
入
札
で
の
価
格
は
、
予
定
価
格

　
　
の
何
％
だ
っ
た
の
か
。」

　
　
「
落
札
者
は
予
定
価
格
の
98
・
86

　
　
％
。」

　
　
「
転
校
や
児
童
生
徒
数
の
変
化
に

　
　
対
応
で
き
る
予
備
等
は
考
慮
さ
れ

て
い
る
か
。」

　
　
「
予
備
は
確
保
し
て
い
る
。
児
童

　
　
生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
こ
の
基
数
で
対
応
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。」

　
　
「
ど
ん
な
授
業
に
使
う
予
定
か
。

　
　
ノ
ー
ト
な
ど
要
ら
な
く
な
る
の

か
。」

4

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
湖
東
上
菅
沢
地
籍
）

可
決

議
案
第
42
号

消
費
税
を
５
％
に
引
き
下
げ
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書

請
願
３

経
済
建
設
委
員
会

松
山
　
孝
志

委
員
長

　
こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第
８
条
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
市
道
路
線
を
認
定
す

る
も
の
。
場
所
は
、
湖
東
上
菅
沢
地
籍
。

宅
地
開
発
に
伴
う
市
道
路
線
の
認
定
。

　
　
「
認
定
道
路
の
勾
配
と
雨
水
の
処

　
　
理
方
法
は
。」

　
　
「
道
路
の
勾
配
は
０
・
55
％
で
、

　
　
雨
水
は
接
続
す
る
市
道
の
側
溝
に

排
水
す
る
。」

答

答

答

問

茅
野
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
及

び
茅
野
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
47
号

福
祉
教
育
委
員
会

吉
田
　
基
之

委
員
長

　
こ
の
議
案
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
附
則
第
２
条
第
４
項
等
に
基
づ
く
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
施
行
後

５
年
の
見
直
し
に
係
る
検
討
結
果
に
よ

り
講
じ
ら
れ
た
こ
と
等
に
よ
る
、
特
定

教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
及

び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
関

係
規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
運
営
に
関
す
る
基
準
が
ど
の
よ

　
　
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。」

　
　
「
今
回
の
改
正
は
、
主
に
は
地
域

　
　
型
保
育
事
業
所
を
卒
園
し
た
児
童

の
受
け
皿
と
な
る
連
携
施
設
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
改
正
で
あ
る
。
地
域

型
保
育
事
業
と
は
家
庭
的
保
育
事
業
、

小
規
模
保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育

事
業
、
事
業
所
内
保
育
事
業
の
４
種
類

答問

問答 問問

委員会委員会審査

タブレットを使った学習（イメージ）

市道路線認定現地視察（湖東上菅沢地籍）
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採
択
の
意
見

不
採
択

　
　
「
す
べ
て
の
授
業
に
使
う
考
え
で

　
　
い
る
。
ノ
ー
ト
が
要
ら
な
く
な
る

の
で
は
な
く
、文
房
具
が
一
つ
増
え
た
と

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。」

「
所
得
再
分
配
の
不
公
平
感
の
解
消
が

第
一
義
。
社
会
保
障
制
度
の
為
に
税
が

使
わ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
現
状
税

の
４
本
柱
の
一
つ
で
あ
る
消
費
税
を
外

す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
消
費
税
を
引

き
下
げ
た
時
の
対
応
が
抜
け
て
い
る
意

見
書
で
は
不
完
全
で
あ
る
。
茅
野
市
議

会
と
し
て
、
完
璧
に
出
せ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
同
意
で
き
な
い
。」

「
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
の
声
を
よ
く
聞
く
。
税
金
は
経

済
状
況
に
応
じ
て
弾
力
的
に
や
る
も
の

だ
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
支
え
合
っ

て
暮
ら
す
賢
い
検
討
を
し
て
ほ
し
い
。

消
費
税
が
入
る
中
で
、
法
人
税
が
安
く

な
り
大
企
業
が
有
利
に
な
り
、
中
小
企

業
は
恩
恵
が
な
く
厳
し
い
と
の
声
を
聞

く
。
国
に
賢
い
選
択
を
し
て
ほ
し
い
と

の
想
い
で
賛
成
。」

不
採
択
の
意
見

自
治
体
が
違
う
が
、
設
置
す
る
区
域
区

分
を
分
け
る
条
件
は
何
か
。」

　
　
「
紙
処
理
系
列
で
み
る
と
機
械
工

　
　
事
の
部
分
と
土
木
建
築
設
備
工
事

の
部
分
は
一
体
な
の
で
、
機
械
を
置
く

関
係
の
部
分
の
床
面
積
で
算
定
し
て
い

る
。」

　
こ
の
議
案
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活

用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者

の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の

簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド
に
係
る
規
定
を
削
る

た
め
の
も
の
。

　
こ
の
議
案
は
、
諏
訪
南
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
管
理
及
び
運
営
に

関
す
る
事
務
に
お
け
る
負
担
す
る
分
担

金
の
割
合
を
改
め
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
処
理

　
　
す
る
品
目
に
よ
っ
て
、
関
係
す
る

　
　
「
こ
の
法
律
の
改
正
は
、
昨
年
５

　
　
月
31
日
に
公
布
さ
れ
、
今
年
５
月

25
日
施
行
で
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の

新
規
発
行
・
再
発
行
が
廃
止
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
６
月
に
定
例
会
が
あ
っ
た

が
、
な
ぜ
９
月
定
例
会
へ
の
提
案
な
の

か
。」

　
　
「
６
月
定
例
会
に
間
に
合
え
ば
よ

　
　
か
っ
た
が
庁
内
の
条
例
改
正
に
つ

い
て
の
検
討
委
員
会
の
提
出
締
切
り
が

過
ぎ
て
い
た
の
で
９
月
に
提
案
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。」

　
　
「
他
自
治
体
で
は
、
５
月
25
日
、

　
　
他
に
も
６
月
３
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
記
載
し
て
い
る
。
茅
野
市
で
は
、

７
月
13
日
で
遅
い
の
で
は
な
い
か
。
文

言
改
正
だ
け
な
の
で
こ
う
い
う
対
応
に

な
っ
た
の
か
。」

　
　
「
基
本
は
、
法
に
合
わ
せ
て
条
例

　
　
も
改
正
が
必
要
だ
が
、
庁
内
会
議

が
必
要
で
あ
り
、
例
規
審
査
会
・
地
域

経
営
会
議
な
ど
の
手
順
を
踏
む
中
で
、

日
程
的
に
難
し
か
っ
た
。」

　
　
「
通
知
カ
ー
ド
を
無
く
し
た
市
民

　
　
が
市
役
所
で
、再
発
行
を
求
め
た
時

は
ど
う
い
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。」

　
　
「
５
月
25
日
以
降
は
、
再
発
行
で

　
　
き
な
い
こ
と
を
伝
え
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
知
り
た
い
と
言
う
市
民
に
は
、

番
号
を
記
載
し
た
住
民
票
を
交
付
し
て

い
る
。」

　
　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
る

　
　
前
の
国
会
で
、
税
の
申
告
や
他
の

手
続
き
上
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
入
し
な
く
て
も
不
利
益
を
被
る
こ

と
は
何
も
な
い
と
の
確
認
が
な
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
点
は
変
わ
っ
て
い
な
い

か
。
ま
た
、
自
分
の
番
号
を
知
っ
て
い

な
く
て
も
社
会
生
活
上
不
利
益
を
被
る

こ
と
は
一
切
な
い
と
い
う
こ
と
は
変
わ

ら
な
い
の
か
。」

　
　
「
市
役
所
に
お
い
て
は
、
税
の
申

　
　
告
や
、
給
付
な
ど
に
つ
い
て
も
番

号
を
書
か
な
く
て
も
問
題
は
な
い
。
し

か
し
、
民
間
の
保
険
手
続
き
や
申
告
を

す
る
時
に
、
記
入
を
求
め
ら
れ
て
、
番

号
を
知
り
た
い
と
市
役
所
に
来
る
市
民

は
い
る
。」

　
こ
の
議
案
は
、
市
内
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
、
教
師
が
授
業
等
で
使
用
す
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
購
入
を
す
る
た

め
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
た
め
の
も
の
。

　
　
「
入
札
へ
の
辞
退
が
多
い
が
、
応

　
　
札
も
し
な
か
っ
た
の
か
、
入
札
の

中
で
の
辞
退
な
の
か
。
同
様
入
札
で
こ

う
し
た
こ
と
は
多
い
の
か
。」

　
　
「
13
社
に
入
札
を
お
願
い
し
、
９

　
　
社
が
辞
退
。
４
社
に
よ
る
入
札
だ

3審査

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
43
号

茅
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
46
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
59
号

総
務
環
境
委
員
会

望
月
　
克
治

委
員
長

個人番号通知カード

っ
て
い
る
中
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
を
ず
っ
と
お
願
い
し
て
い
る
が
、な
か

な
か
実
現
し
な
い
。繰
入
れ
が
な
い
結
果
、

単
年
度
収
支
で
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。

繰
越
金
と
基
金
は
減
っ
て
い
く
一
方
で
、

い
つ
か
は
破
綻
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
認
定
に
は
反
対
。」

●
賛
成
意
見

「
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
増
や
す

こ
と
は
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
市
民

の
負
担
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
の
で
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
令
和
元
年

度
に
お
い
て
は
、
加
入
者
の
負
担
を
考

慮
し
、
税
率
改
正
す
る
こ
と
な
く
、
適

切
に
運
営
が
で
き
た
と
評
価
し
、
認
定

に
は
賛
成
。」

答

問

答

答答

問答 問

問

答 問問
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者
の
負
担
を
考
慮
し
、
保
険
料
の
税
率

改
正
を
す
る
こ
と
な
く
、
留
保
財
源
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
適
正
な
運
営
が
で

き
た
と
評
価
で
き
る
。
反
対
意
見
に
あ

っ
た
保
険
税
の
一
部
を
公
費
で
負
担
す

る
「
法
定
外
繰
入
れ
」
に
つ
い
て
は
、

国
保
以
外
の
被
用
者
保
険
等
の
加
入
者

と
の
間
で
不
公
平
感
が
あ
り
、
一
般
会

計
を
圧
迫
す
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
国

で
も
解
消
を
求
め
て
い
る
。
茅
野
市
で

は
、
法
定
外
繰
入
れ
を
す
る
こ
と
な
く
、

健
全
な
国
民
健
康
保
険
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
、
安
定
的
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
。」

●
不
採
択
討
論

「
こ
の
よ
う
な
会
議
は
、
行
政
執
行
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
政
が

設
置
す
る
も
の
。
議
会
が
な
し
う
る
こ

と
は
、
条
例
案
の
提
出
、
制
定
ま
で
で

あ
り
、
要
望
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
設

置
そ
の
も
の
を
行
う
権
限
は
な
い
。
採

択
に
は
、
陳
情
者
側
に
陳
情
内
容
の
実

現
を
約
束
す
る
意
味
が
あ
る
が
、
議
会

に
権
限
が
な
い
の
で
設
置
を
す
る
と
い

う
約
束
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
不
採

6
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染
症
流
行
時
や
災
害
発
生
時
の

『
学
び
の
保
障
』
に
つ
い
て
検
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す
る
会
議
の
設
置
を

求
め
る
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情

陳
情
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不
採
択

本会議本会議討論

択
と
す
る
し
か
な
い
。」

●
採
択
討
論

「
本
陳
情
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
、
子
ど
も
の
学
び
や
生
活
、

保
護
者
や
教
員
の
苦
し
い
現
状
な
ど
の

課
題
に
つ
い
て
の
協
議
の
場
は
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
課
題
の
協

議
の
場
を
求
め
る
市
民
の
声
。
既
存
の

会
議
で
は
多
く
の
協
議
事
項
も
あ
り
、

新
し
い
課
題
、
保
護
者
や
専
門
家
な
ど

が
参
加
す
る
議
論
の
場
は
時
間
的
に
も

難
し
い
と
考
え
る
。
会
議
の
形
で
は
な

く
、
市
民
の
切
実
な
声
を
受
け
止
め
、

市
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。」

番　号 表　　　題 趣　　　　　　　旨 提 出 者
採決結果

委員会 本会議

請願３

　コロナ禍のなか消費を喚起させ内需を支える
ための効果的な経済政策として、国に対し消費
税を５％に引き下げることを求める意見書の提
出を求めるもの。

　子どもたちの緊急時における「学びの保障」
や「学校機能の維持」の強化を進めるための専
門家会議を茅野市に設置することを求めるもの。

令和２年９月定例会　請願・陳情　議決結果

消費税を５％に引
き下げることを求
める意見書の提出
を求める請願書

感染症流行時や災
害発生時の『学び
の保障』について
検討する会議の設
置を求める陳情

陳情４

田辺冨貴雄

村上　陽一

不採択 不採択

不採択 不採択

5

感
染
症
流
行
時
や
災
害
発
生
時
の

『
学
び
の
保
障
』
に
つ
い
て
検
討

す
る
会
議
の
設
置
を
求
め
る
陳
情

陳
情
４

で
あ
る
が
、
現
在
茅
野
市
に
は
な
い
事

業
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
型
保
育
事
業
は
、
原
則
２

歳
ま
で
の
未
満
児
を
預
か
る
保
育
施
設

で
あ
る
。
そ
こ
を
卒
園
す
る
際
、
保
育

園
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
連
携
施
設
を

確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
卒
園
後

も
引
き
続
き
教
育
・
保
育
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
卒
園

後
の
連
携
施
設
の
確
保
を
不
要
と
す
べ

き
で
あ
る
と
改
正
さ
れ
た
。
国
の
基
準

に
従
い
、
条
例
の
改
正
を
す
る
。」

　
　
「
茅
野
市
に
は
地
域
型
保
育
事
業

　
　
の
施
設
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

条
例
の
改
正
は
必
要
が
あ
る
の
か
。」

　
　
「
国
の
法
令
を
参
酌
し
、
市
町
村

　
　
で
条
例
を
定
め
る
よ
う
に
と
の
決

ま
り
が
あ
り
、
今
後
、
家
庭
的
保
育
事

業
の
認
可
を
す
る
時
な
ど
、
規
定
を
前

も
っ
て
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。」

　
　
「
現
在
、
茅
野
市
に
は
な
い
地
域

　
　
型
保
育
事
業
の
今
後
の
取
組
に
つ

い
て
の
考
え
は
。」

　
　
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
は
、
認
可

　
　
に
伴
う
最
低
基
準
が
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
従
っ
て
進
め

て
い
く
。現
在
の
保
育
所
で
ほ
と
ん
ど
足

り
て
い
る
状
況
で
小
規
模
の
保
育
を
す

る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、今
の
と
こ
ろ
あ
ま

り
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
事
業

所
内
保
育
事
業
の
希
望
は
、
今
後
出
て

く
る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。」

「
市
に
は
す
で
に
い
ろ
ん
な
会
議
体
が

あ
る
。
そ
こ
の
強
化
を
し
て
い
く
必
要

は
あ
る
と
思
う
が
、
新
た
な
会
議
の
設

置
と
い
う
ま
で
は
賛
成
で
き
な
い
の
で

不
採
択
。」

「
新
た
な
会
議
の
設
置
へ
の
気
持
ち
は

わ
か
る
が
、
今
、
市
の
取
組
が
進
ん
で

い
る
の
で
不
採
択
。」

「
新
た
な
会
議
を
設
置
す
る
に
は
条
例

を
設
定
す
る
し
か
な
い
。
そ
こ
ま
で
は

で
き
な
い
。
ま
た
条
例
で
は
な
い
私
的

な
会
議
は
、市
長
の
権
限
で
、議
会
が
口

出
す
こ
と
で
は
な
い
た
め
不
採
択
。」

「
会
議
の
設
置
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
非
常
識
な
こ
と
で
は
な
い
と

感
じ
て
い
る
の
で
採
択
。」

「
現
在
、
様
々
な
会
議
は
あ
る
が
、
意

見
を
集
約
す
る
よ
う
な
協
議
体
み
た
い

な
も
の
は
な
い
。
平
時
か
ら
感
染
症
や

災
害
発
生
時
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に

つ
い
て
検
討
す
る
会
議
が
あ
る
べ
き
だ

と
思
う
の
で
、
採
択
。」

答 問答 問

ちの市議会だより　第35号 32

●
反
対
討
論

「
国
保
加
入
者
は
低
所
得
者
が
多
く
、

税
収
で
の
国
保
維
持
は
難
し
い
。
改
善

策
は
国
の
交
付
金
増
で
あ
る
が
、
叶
わ

な
い
場
合
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
が
必
要
で
あ
る
が
、
し
て
い
な
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
等
の
取
り
出
し

で
、
一
件
当
た
り
８
千
円
以
上
の
経
費

が
か
か
っ
て
い
る
。
費
用
対
効
果
を
考

え
る
と
疑
問
の
施
策
だ
。
市
は
第
２
次

地
域
創
生
総
合
戦
略
策
定
や
、
駅
西
口

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
を
推
進
し
て
き
た

が
「
有
識
者
会
議
」
重
視
の
姿
勢
が
見

ら
れ
、
住
民
の
声
を
聞
く
と
い
う
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

手
法
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
手

法
に
同
意
で
き
な
い
た
め
反
対
。」

　
●
賛
成
討
論

「
年
明
け
と
共
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
猛
威
が
、
全
世
界
を
襲

い
、
今
日
ま
で
人
々
を
苦
し
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
こ
ん
な
中
、
茅
野
市
で

は
当
初
計
画
し
て
い
た
、
小
中
学
校
の

●
反
対
討
論

「
国
保
加
入
世
帯
の
53
％
が
軽
減
世
帯
。

延
滞
金
の
約
半
額
が
国
民
健
康
保
険
税
。

多
く
の
自
治
体
が
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
て
保
険
税
を
低
く
抑
え
て
い
る
。

違
法
で
は
な
い
。
特
別
会
計
へ
の
繰
入

れ
は
、
他
の
保
険
加
入
者
か
ら
の
税
金

を
使
い
不
公
平
と
言
う
が
、
軽
減
世
帯

や
減
免
世
帯
分
の
保
険
税
は
、
税
全
体

か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
。
国
保
は
国
民

皆
保
険
制
度
を
支
え
る
も
の
だ
か
ら
だ
。

日
本
国
憲
法
に
規
定
す
る
公
衆
衛
生
の

観
点
か
ら
も
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

は
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
、
反
対
。」

●
賛
成
討
論

「
厳
し
い
財
政
運
営
の
中
で
、
被
保
険

令
和
元
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

議
案
第
50
号

委員会委員会 ・審査 本会議本会議討論

本
会
議
に
お
け
る
討
論

認
定

令
和
元
年
度
茅
野
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

議
案
第
51
号

認
定

不
採
択

採
択
の
意
見

不
採
択
の
意
見

空
調
設
備
の
設
置
、
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

の
新
設
、
病
児
病
後
児
保
育
施
設
の
整

備
な
ど
の
各
種
事
業
が
着
実
に
実
施
さ

れ
た
。
ま
た
、
災
害
等
の
不
測
の
事
態

や
、
10
月
か
ら
の
保
育
料
の
無
償
化
な

ど
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
と
評
価

で
き
る
。
今
後
も
市
民
の
想
い
に
配
慮

し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
か
し

な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
成
果
に
期
待
し

賛
成
。」



者
の
負
担
を
考
慮
し
、
保
険
料
の
税
率

改
正
を
す
る
こ
と
な
く
、
留
保
財
源
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
適
正
な
運
営
が
で

き
た
と
評
価
で
き
る
。
反
対
意
見
に
あ

っ
た
保
険
税
の
一
部
を
公
費
で
負
担
す

る
「
法
定
外
繰
入
れ
」
に
つ
い
て
は
、

国
保
以
外
の
被
用
者
保
険
等
の
加
入
者

と
の
間
で
不
公
平
感
が
あ
り
、
一
般
会

計
を
圧
迫
す
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
国

で
も
解
消
を
求
め
て
い
る
。
茅
野
市
で

は
、
法
定
外
繰
入
れ
を
す
る
こ
と
な
く
、

健
全
な
国
民
健
康
保
険
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
。
今
後
も
、
安
定
的
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成
。」

●
不
採
択
討
論

「
こ
の
よ
う
な
会
議
は
、
行
政
執
行
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
政
が

設
置
す
る
も
の
。
議
会
が
な
し
う
る
こ

と
は
、
条
例
案
の
提
出
、
制
定
ま
で
で

あ
り
、
要
望
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
設

置
そ
の
も
の
を
行
う
権
限
は
な
い
。
採

択
に
は
、
陳
情
者
側
に
陳
情
内
容
の
実

現
を
約
束
す
る
意
味
が
あ
る
が
、
議
会

に
権
限
が
な
い
の
で
設
置
を
す
る
と
い

う
約
束
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
不
採
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択
と
す
る
し
か
な
い
。」

●
採
択
討
論

「
本
陳
情
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
、
子
ど
も
の
学
び
や
生
活
、

保
護
者
や
教
員
の
苦
し
い
現
状
な
ど
の

課
題
に
つ
い
て
の
協
議
の
場
は
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
課
題
の
協

議
の
場
を
求
め
る
市
民
の
声
。
既
存
の

会
議
で
は
多
く
の
協
議
事
項
も
あ
り
、

新
し
い
課
題
、
保
護
者
や
専
門
家
な
ど

が
参
加
す
る
議
論
の
場
は
時
間
的
に
も

難
し
い
と
考
え
る
。
会
議
の
形
で
は
な

く
、
市
民
の
切
実
な
声
を
受
け
止
め
、

市
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。」
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ための効果的な経済政策として、国に対し消費
税を５％に引き下げることを求める意見書の提
出を求めるもの。

　子どもたちの緊急時における「学びの保障」
や「学校機能の維持」の強化を進めるための専
門家会議を茅野市に設置することを求めるもの。

令和２年９月定例会　請願・陳情　議決結果

消費税を５％に引
き下げることを求
める意見書の提出
を求める請願書

感染症流行時や災
害発生時の『学び
の保障』について
検討する会議の設
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感
染
症
流
行
時
や
災
害
発
生
時
の

『
学
び
の
保
障
』
に
つ
い
て
検
討

す
る
会
議
の
設
置
を
求
め
る
陳
情

陳
情
４

で
あ
る
が
、
現
在
茅
野
市
に
は
な
い
事

業
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
型
保
育
事
業
は
、
原
則
２

歳
ま
で
の
未
満
児
を
預
か
る
保
育
施
設

で
あ
る
。
そ
こ
を
卒
園
す
る
際
、
保
育

園
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
連
携
施
設
を

確
保
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
卒
園
後

も
引
き
続
き
教
育
・
保
育
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
卒
園

後
の
連
携
施
設
の
確
保
を
不
要
と
す
べ

き
で
あ
る
と
改
正
さ
れ
た
。
国
の
基
準

に
従
い
、
条
例
の
改
正
を
す
る
。」

　
　
「
茅
野
市
に
は
地
域
型
保
育
事
業

　
　
の
施
設
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

条
例
の
改
正
は
必
要
が
あ
る
の
か
。」

　
　
「
国
の
法
令
を
参
酌
し
、
市
町
村

　
　
で
条
例
を
定
め
る
よ
う
に
と
の
決

ま
り
が
あ
り
、
今
後
、
家
庭
的
保
育
事

業
の
認
可
を
す
る
時
な
ど
、
規
定
を
前

も
っ
て
定
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。」

　
　
「
現
在
、
茅
野
市
に
は
な
い
地
域

　
　
型
保
育
事
業
の
今
後
の
取
組
に
つ

い
て
の
考
え
は
。」

　
　
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
は
、
認
可

　
　
に
伴
う
最
低
基
準
が
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
従
っ
て
進
め

て
い
く
。現
在
の
保
育
所
で
ほ
と
ん
ど
足

り
て
い
る
状
況
で
小
規
模
の
保
育
を
す

る
と
い
う
と
こ
ろ
は
、今
の
と
こ
ろ
あ
ま

り
な
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
事
業

所
内
保
育
事
業
の
希
望
は
、
今
後
出
て

く
る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。」

「
市
に
は
す
で
に
い
ろ
ん
な
会
議
体
が

あ
る
。
そ
こ
の
強
化
を
し
て
い
く
必
要

は
あ
る
と
思
う
が
、
新
た
な
会
議
の
設

置
と
い
う
ま
で
は
賛
成
で
き
な
い
の
で

不
採
択
。」

「
新
た
な
会
議
の
設
置
へ
の
気
持
ち
は

わ
か
る
が
、
今
、
市
の
取
組
が
進
ん
で

い
る
の
で
不
採
択
。」

「
新
た
な
会
議
を
設
置
す
る
に
は
条
例

を
設
定
す
る
し
か
な
い
。
そ
こ
ま
で
は

で
き
な
い
。
ま
た
条
例
で
は
な
い
私
的

な
会
議
は
、市
長
の
権
限
で
、議
会
が
口

出
す
こ
と
で
は
な
い
た
め
不
採
択
。」

「
会
議
の
設
置
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
非
常
識
な
こ
と
で
は
な
い
と

感
じ
て
い
る
の
で
採
択
。」

「
現
在
、
様
々
な
会
議
は
あ
る
が
、
意

見
を
集
約
す
る
よ
う
な
協
議
体
み
た
い

な
も
の
は
な
い
。
平
時
か
ら
感
染
症
や

災
害
発
生
時
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に

つ
い
て
検
討
す
る
会
議
が
あ
る
べ
き
だ

と
思
う
の
で
、
採
択
。」

答 問答 問
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●
反
対
討
論

「
国
保
加
入
者
は
低
所
得
者
が
多
く
、

税
収
で
の
国
保
維
持
は
難
し
い
。
改
善

策
は
国
の
交
付
金
増
で
あ
る
が
、
叶
わ

な
い
場
合
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
が
必
要
で
あ
る
が
、
し
て
い
な
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
等
の
取
り
出
し

で
、
一
件
当
た
り
８
千
円
以
上
の
経
費

が
か
か
っ
て
い
る
。
費
用
対
効
果
を
考

え
る
と
疑
問
の
施
策
だ
。
市
は
第
２
次

地
域
創
生
総
合
戦
略
策
定
や
、
駅
西
口

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
を
推
進
し
て
き
た

が
「
有
識
者
会
議
」
重
視
の
姿
勢
が
見

ら
れ
、
住
民
の
声
を
聞
く
と
い
う
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

手
法
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
手

法
に
同
意
で
き
な
い
た
め
反
対
。」

　
●
賛
成
討
論

「
年
明
け
と
共
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
猛
威
が
、
全
世
界
を
襲

い
、
今
日
ま
で
人
々
を
苦
し
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
こ
ん
な
中
、
茅
野
市
で

は
当
初
計
画
し
て
い
た
、
小
中
学
校
の

●
反
対
討
論

「
国
保
加
入
世
帯
の
53
％
が
軽
減
世
帯
。

延
滞
金
の
約
半
額
が
国
民
健
康
保
険
税
。

多
く
の
自
治
体
が
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
て
保
険
税
を
低
く
抑
え
て
い
る
。

違
法
で
は
な
い
。
特
別
会
計
へ
の
繰
入

れ
は
、
他
の
保
険
加
入
者
か
ら
の
税
金

を
使
い
不
公
平
と
言
う
が
、
軽
減
世
帯

や
減
免
世
帯
分
の
保
険
税
は
、
税
全
体

か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
。
国
保
は
国
民

皆
保
険
制
度
を
支
え
る
も
の
だ
か
ら
だ
。

日
本
国
憲
法
に
規
定
す
る
公
衆
衛
生
の

観
点
か
ら
も
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

は
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
、
反
対
。」

●
賛
成
討
論

「
厳
し
い
財
政
運
営
の
中
で
、
被
保
険

令
和
元
年
度
茅
野
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

議
案
第
50
号

委員会委員会 ・審査 本会議本会議討論

本
会
議
に
お
け
る
討
論

認
定

令
和
元
年
度
茅
野
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

議
案
第
51
号

認
定

不
採
択

採
択
の
意
見

不
採
択
の
意
見

空
調
設
備
の
設
置
、
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

の
新
設
、
病
児
病
後
児
保
育
施
設
の
整

備
な
ど
の
各
種
事
業
が
着
実
に
実
施
さ

れ
た
。
ま
た
、
災
害
等
の
不
測
の
事
態

や
、
10
月
か
ら
の
保
育
料
の
無
償
化
な

ど
に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
と
評
価

で
き
る
。
今
後
も
市
民
の
想
い
に
配
慮

し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
か
し

な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
成
果
に
期
待
し

賛
成
。」



　茅野市ホームページから一般質問の録画映像がご覧いただけ
ます。また、同ホームページの『会議録検索システム』より会
議録の閲覧ができますので、ご利用ください。

茅野市の課題を問う！茅野市の課題を問う！

９月定例会一般質問通告一覧９月定例会一般質問通告一覧９月定例会一般質問通告一覧
件　　　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

要　　　　　　　旨

（1）導入予定の防災情報システムの概要について
（2）防災情報システムの運用について
（3）新しく構築されるメールシステムの活用方法について

（1）消防団員の充足状況と団員確保の今後の取組について
（2）消防団の器具・機材等の適切な配備と部等の統合について
（3）茅野市消防団総合計画（仮称）について

（1）高齢者運転免許証の自主返納の現状について
（2）自主返納者等への支援策について
（3）高齢者の日常生活における公共交通支援策の充実について

（1）森林整備の現状と課題について
（2）基金の活用について
（3）具体的な森林整備や林業の活性化の施策について

（1）基礎疾患や免疫力の低下等が心配される高齢者への更なる支援
　　　について
（2）各種団体等がコロナ禍で今後も活動を続けていくための課題と
　　　新たな支援策について
（3）健康づくりポイント事業を活用して、高齢者にもアプローチし
　　　健康づくりや介護予防策を図る取組について
（4）自粛生活が認知症や予備群を作るとして危惧されているが、そ
　　　の認識と予防への取組について
（5）５回続けて長野県が健康寿命日本一となったが、茅野市におけ
　　　る認識と、今後に向けた対策等について
（1）子どもたちの不安や困っていることに寄り添えているか
（2）今年度の学校行事について
（3）保護者や子ども達が得た教訓や意見を聞き取り、今後の教育環
　　　境の構築のために活かしていくことについて
（1）自転車の交通安全への取組について
（2）命を守るヘルメット着用推進の取組について
（3）自転車の保険加入について
（4）自転車で安心して通行できる道路整備について
（1）アンケート調査の結果について
（2）企画、立案の段階で市民はどのように関わってきたか
（3）基本計画における集合住宅の位置付けについて
（4）今後どのように進めていくか
（1）新しい地域公共交通の概要について
（2）新地域公共交通検討会議のあり方について
（3）今後の検討会議の進め方について
（1）茅野駅西口周辺再生検討委託業務のプロポーザルの結果と今後
　　　の計画について
（2）西口駅前広場リニューアル計画の市民への説明について
（3）トイレの改修、位置の見直しについて
（4）バス待合スペースの確保について
（1）市の公共施設におけるインターネット環境の現状について
（2）公共施設のネット環境について
（3）今後の整備について
（1）茅野市におけるエネルギー政策と再生可能エネルギーの現状に
　　　ついて
（2）再生可能エネルギーの活用に対する認識について
（3）「自治体新電力」についての考え方について
（1）実証運行に関わる受託会社の選定について
（2）新しい地域公共交通システムが市民に浸透するための方策について
（3）本格導入を判断する際に必要となるデータの取得について
（4）本格導入を開始する際に必要となるデータの確保について
（5）実証運行区域外の市民に対する対応について

樋
口
敏
之

吉
田
基
之

両
角
実
晃

矢
島
正
恒

伊
藤
玲
子

伊
藤
正
博

木
村
明
美

竹
内

　巧

防災情報システムの構築について

消防団の組織と運営等について

高齢者の運転免許証返納の現状
と返納後の公共交通のあり方に
ついて

茅野市森林環境譲与税基金によ
る森林整備の施策と林業の活性
化について

コロナ禍における高齢者支援に
ついて

コロナ禍における子ども達への
支援について

自転車の交通安全対策について

茅野駅西口駅前広場リニューア
ル基本計画における集合住宅建
設計画等について

新しい地域公共交通について

茅野駅西口周辺整備について

公共施設におけるインターネッ
ト環境の整備について

再生可能エネルギーを活用した
地域活性化について

新しい地域公共交通システムの
実証運行について

8
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９月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧及び報告 付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対　　※議長は採決には加わりません。

市

　
　長

　
　提

　
　出

　
　議

　
　案

諮
問

請
願

陳
情

報

　
　告

番

　
　
　号

件　　　　　名

同意

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

認定

認定

認定

認定

認定

認定

可決

同意

不採択

不採択

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

●●○○●○○○○○○○○○○○○

●●○○●○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

●●●●●●●●●●●●●●●●●

○○●○○●●●●●●●●●●○●

経

総

総

福

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

総

総

福

付
託
委
員
会

議
決
結
果

伊
藤

　
　勝

望
月

　克
治

樋
口

　敏
之

伊
藤

　玲
子

伊
藤

　正
陽

長
田

　近
夫

松
山

　孝
志

矢
島

　正
恒

小
尾

　一
郎

木
村

　明
美

東
城

　
　源

机

　
　博
文

伊
藤

　正
博

竹
内

　
　巧

吉
田

　基
之

木
村
か
ほ
り

両
角

　実
晃

市道路線の認定について（湖東上菅沢地籍）

諏訪南行政事務組合規約の一部変更について

茅野市手数料徴収条例の一部を改正する条例について

財産の取得について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

債権放棄の報告について

令和元年度健全化判断比率及び資金不足比率について

株式会社ベルビアの経営状況について

茅野市等公平委員会委員選任の同意を求めることに
ついて

茅野市教育委員会委員任命の同意を求めることにつ
いて

令和２年度茅野市一般会計補正予算（第５号）について

令和２年度茅野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）について

令和元年度茅野市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて

令和元年度茅野市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定について

令和元年度茅野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について

令和元年度茅野市国民健康保険診療所特別会計決算
の認定及び剰余金の処分について

令和元年度茅野市水道事業決算の認定及び剰余金の
処分について

令和元年度茅野市下水道事業決算の認定及び剰余金
の処分について

令和元年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

令和元年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

令和元年度茅野市泉野大日影財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

消費税を５％に引き下げることを求める意見書の提
出を求める請願書

感染症流行時や災害発生時の『学びの保障』につい
て検討する会議の設置を求める陳情

茅野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例及び茅野市家庭的
保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

議決日は、９月18日の議会最終日（但し、議案第44、45号、諮問１号は、８月26日の開会日に即決）

44

45

42

43

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

1

3

4

8

9

10

ちの市議会だより　第35号 34

7

認定・
可決

認定・
可決

認定・
可決



　茅野市ホームページから一般質問の録画映像がご覧いただけ
ます。また、同ホームページの『会議録検索システム』より会
議録の閲覧ができますので、ご利用ください。

茅野市の課題を問う！茅野市の課題を問う！

９月定例会一般質問通告一覧９月定例会一般質問通告一覧９月定例会一般質問通告一覧
件　　　名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

要　　　　　　　旨

（1）導入予定の防災情報システムの概要について
（2）防災情報システムの運用について
（3）新しく構築されるメールシステムの活用方法について

（1）消防団員の充足状況と団員確保の今後の取組について
（2）消防団の器具・機材等の適切な配備と部等の統合について
（3）茅野市消防団総合計画（仮称）について

（1）高齢者運転免許証の自主返納の現状について
（2）自主返納者等への支援策について
（3）高齢者の日常生活における公共交通支援策の充実について

（1）森林整備の現状と課題について
（2）基金の活用について
（3）具体的な森林整備や林業の活性化の施策について

（1）基礎疾患や免疫力の低下等が心配される高齢者への更なる支援
　　　について
（2）各種団体等がコロナ禍で今後も活動を続けていくための課題と
　　　新たな支援策について
（3）健康づくりポイント事業を活用して、高齢者にもアプローチし
　　　健康づくりや介護予防策を図る取組について
（4）自粛生活が認知症や予備群を作るとして危惧されているが、そ
　　　の認識と予防への取組について
（5）５回続けて長野県が健康寿命日本一となったが、茅野市におけ
　　　る認識と、今後に向けた対策等について
（1）子どもたちの不安や困っていることに寄り添えているか
（2）今年度の学校行事について
（3）保護者や子ども達が得た教訓や意見を聞き取り、今後の教育環
　　　境の構築のために活かしていくことについて
（1）自転車の交通安全への取組について
（2）命を守るヘルメット着用推進の取組について
（3）自転車の保険加入について
（4）自転車で安心して通行できる道路整備について
（1）アンケート調査の結果について
（2）企画、立案の段階で市民はどのように関わってきたか
（3）基本計画における集合住宅の位置付けについて
（4）今後どのように進めていくか
（1）新しい地域公共交通の概要について
（2）新地域公共交通検討会議のあり方について
（3）今後の検討会議の進め方について
（1）茅野駅西口周辺再生検討委託業務のプロポーザルの結果と今後
　　　の計画について
（2）西口駅前広場リニューアル計画の市民への説明について
（3）トイレの改修、位置の見直しについて
（4）バス待合スペースの確保について
（1）市の公共施設におけるインターネット環境の現状について
（2）公共施設のネット環境について
（3）今後の整備について
（1）茅野市におけるエネルギー政策と再生可能エネルギーの現状に
　　　ついて
（2）再生可能エネルギーの活用に対する認識について
（3）「自治体新電力」についての考え方について
（1）実証運行に関わる受託会社の選定について
（2）新しい地域公共交通システムが市民に浸透するための方策について
（3）本格導入を判断する際に必要となるデータの取得について
（4）本格導入を開始する際に必要となるデータの確保について
（5）実証運行区域外の市民に対する対応について

樋
口
敏
之

吉
田
基
之

両
角
実
晃

矢
島
正
恒

伊
藤
玲
子

伊
藤
正
博

木
村
明
美

竹
内

　巧

防災情報システムの構築について

消防団の組織と運営等について

高齢者の運転免許証返納の現状
と返納後の公共交通のあり方に
ついて

茅野市森林環境譲与税基金によ
る森林整備の施策と林業の活性
化について

コロナ禍における高齢者支援に
ついて

コロナ禍における子ども達への
支援について

自転車の交通安全対策について

茅野駅西口駅前広場リニューア
ル基本計画における集合住宅建
設計画等について

新しい地域公共交通について

茅野駅西口周辺整備について

公共施設におけるインターネッ
ト環境の整備について

再生可能エネルギーを活用した
地域活性化について

新しい地域公共交通システムの
実証運行について
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果
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　実
晃

市道路線の認定について（湖東上菅沢地籍）

諏訪南行政事務組合規約の一部変更について

茅野市手数料徴収条例の一部を改正する条例について

財産の取得について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

債権放棄の報告について

令和元年度健全化判断比率及び資金不足比率について

株式会社ベルビアの経営状況について

茅野市等公平委員会委員選任の同意を求めることに
ついて

茅野市教育委員会委員任命の同意を求めることにつ
いて

令和２年度茅野市一般会計補正予算（第５号）について

令和２年度茅野市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）について

令和元年度茅野市一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて

令和元年度茅野市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定について

令和元年度茅野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定について

令和元年度茅野市国民健康保険診療所特別会計決算
の認定及び剰余金の処分について

令和元年度茅野市水道事業決算の認定及び剰余金の
処分について

令和元年度茅野市下水道事業決算の認定及び剰余金
の処分について

令和元年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について

令和元年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

令和元年度茅野市泉野大日影財産区特別会計歳入歳
出決算の認定について

消費税を５％に引き下げることを求める意見書の提
出を求める請願書

感染症流行時や災害発生時の『学びの保障』につい
て検討する会議の設置を求める陳情

茅野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例及び茅野市家庭的
保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例について

議決日は、９月18日の議会最終日（但し、議案第44、45号、諮問１号は、８月26日の開会日に即決）
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定例会での新型コロナウイルス感染症予防のための対応定例会での新型コロナウイルス感染症予防のための対応定例会での新型コロナウイルス感染症予防のための対応

答弁する部課長に
出席者を限定 議員は間隔を

空けて着席

検　温

消 毒

マスク着用

検温・消毒してから議場入場傍聴席も間隔を空けて

件　　　名

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

要　　　　　　　旨

（1）平成31年実施の茅野市議会議員選挙に要した各種費用について
（2）電子投票の実態と茅野市での採用について
（3）選挙時において市民から寄せられる意見への対応について
（4）選挙管理委員会としての研修について
（1）地産地消と食育への取組みについて
（2）給食地場産連絡会での現状と課題について
（3）子どもたちとの交流機会について
（4）直売所との連携について
（5）今後の展開と助成の考えについて
（1）キスアンドライドによる整備計画について
（2）青柳駅周辺の地域交流拠点としての位置付けについて
（3）誘導区域外である御狩野地域の考えについて
（4）工場・住宅が混在する中での現状の誘致計画について
（5）都市計画マスタープランを含めた今後の見直しと広域連携について
（1）文化財の指定、解除の考え方について
（2）指定文化財の保護管理者は誰なのか
（3）保険や補助金交付の考え方について
（1）今年度の鳥獣被害の状況は
（2）鹿等を捕獲した時の買上げ金の考え方は
（3）鹿処理への補助の考えは
（4）電気柵等への補助の考えは
（1）AIオンデマンドシステムの仕組について
（2）今回今なぜAIオンデマンドシステムを採用したのか
（3）ヴィア採用とその経緯について
（4）実証する内容について
（5）運行の目標値と、宣伝について
（6）システムやデータの保有について
（7）スマートフォンなど電子機器を使えない交通弱者への対応について
（8）「実証運行」後の進め方について
（1）名誉市民にはどの様な方が該当になるのか
（2）推薦から決定までのプロセスは
（3）条例、規則等に基づく表彰はどのようなものがあるか
（1）目指すゴールはどういったものか
（2）ヴィアシステムは高齢者に優しいか
（3）ヴィアシステムと並行した既存路線バス等の運行について
（1）育ちあいちの、保健福祉サービスセンターなどの相談体制について
（2）茅野市における助産師の関わりについて
（3）少子化における婚活支援と家族支援について
（1）３月からの休校による影響と今後について
（2）多様な学びの取組の現状と今後について
（3）学校外での学びの場について

（1）市内の事業者で「特例措置」を利用している施設はあるか
（2）「特例措置」を利用した場合の収入分を市が補助できないか

（1）感染症対策に必要な物品は十分供給できていますか
（2）学校内で対応をする保健室の設備は整っていますか
（3）学校での急な発熱時に、どのように対応することになっていますか
（4）インフルエンザの流行が重なった場合の対応は検討していますか
（5）学校内での感染対策を充実し、教職員の負担軽減をするためにも、
　　　養護教諭の二名体制をとることはできませんか
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文

地方選挙について

学校給食等における地産地消に
ついて

茅野市立地適正化計画について

指定文化財の保護管理について

茅野市名誉市民をはじめとする
市の表彰制度について

ヴィアシステムは移動手段の救
世主となりうるか

妊娠前から子育て期の切れ目の
ない支援体制について

コロナ禍での学びの保障と多様
な学びへの取組について

小中学校における感染防止対策
について

介護保険のデイサービスやショ
ートステイ事業者への市独自の
補助制度の創設について

鳥獣被害対策について

新地域公共交通システムについて

９月定例会一般質問通告一覧（つづき）
9
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定例会での新型コロナウイルス感染症予防のための対応定例会での新型コロナウイルス感染症予防のための対応定例会での新型コロナウイルス感染症予防のための対応

答弁する部課長に
出席者を限定 議員は間隔を

空けて着席

検　温

消 毒

マスク着用

検温・消毒してから議場入場傍聴席も間隔を空けて

件　　　名
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要　　　　　　　旨

（1）平成31年実施の茅野市議会議員選挙に要した各種費用について
（2）電子投票の実態と茅野市での採用について
（3）選挙時において市民から寄せられる意見への対応について
（4）選挙管理委員会としての研修について
（1）地産地消と食育への取組みについて
（2）給食地場産連絡会での現状と課題について
（3）子どもたちとの交流機会について
（4）直売所との連携について
（5）今後の展開と助成の考えについて
（1）キスアンドライドによる整備計画について
（2）青柳駅周辺の地域交流拠点としての位置付けについて
（3）誘導区域外である御狩野地域の考えについて
（4）工場・住宅が混在する中での現状の誘致計画について
（5）都市計画マスタープランを含めた今後の見直しと広域連携について
（1）文化財の指定、解除の考え方について
（2）指定文化財の保護管理者は誰なのか
（3）保険や補助金交付の考え方について
（1）今年度の鳥獣被害の状況は
（2）鹿等を捕獲した時の買上げ金の考え方は
（3）鹿処理への補助の考えは
（4）電気柵等への補助の考えは
（1）AIオンデマンドシステムの仕組について
（2）今回今なぜAIオンデマンドシステムを採用したのか
（3）ヴィア採用とその経緯について
（4）実証する内容について
（5）運行の目標値と、宣伝について
（6）システムやデータの保有について
（7）スマートフォンなど電子機器を使えない交通弱者への対応について
（8）「実証運行」後の進め方について
（1）名誉市民にはどの様な方が該当になるのか
（2）推薦から決定までのプロセスは
（3）条例、規則等に基づく表彰はどのようなものがあるか
（1）目指すゴールはどういったものか
（2）ヴィアシステムは高齢者に優しいか
（3）ヴィアシステムと並行した既存路線バス等の運行について
（1）育ちあいちの、保健福祉サービスセンターなどの相談体制について
（2）茅野市における助産師の関わりについて
（3）少子化における婚活支援と家族支援について
（1）３月からの休校による影響と今後について
（2）多様な学びの取組の現状と今後について
（3）学校外での学びの場について

（1）市内の事業者で「特例措置」を利用している施設はあるか
（2）「特例措置」を利用した場合の収入分を市が補助できないか

（1）感染症対策に必要な物品は十分供給できていますか
（2）学校内で対応をする保健室の設備は整っていますか
（3）学校での急な発熱時に、どのように対応することになっていますか
（4）インフルエンザの流行が重なった場合の対応は検討していますか
（5）学校内での感染対策を充実し、教職員の負担軽減をするためにも、
　　　養護教諭の二名体制をとることはできませんか
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地方選挙について

学校給食等における地産地消に
ついて

茅野市立地適正化計画について

指定文化財の保護管理について

茅野市名誉市民をはじめとする
市の表彰制度について

ヴィアシステムは移動手段の救
世主となりうるか

妊娠前から子育て期の切れ目の
ない支援体制について

コロナ禍での学びの保障と多様
な学びへの取組について

小中学校における感染防止対策
について

介護保険のデイサービスやショ
ートステイ事業者への市独自の
補助制度の創設について

鳥獣被害対策について

新地域公共交通システムについて

９月定例会一般質問通告一覧（つづき）
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